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PAGES(古全球変化研究)の最近の動向

松本英二1)

1.はじめに

古全球変化研究(PastG1oba1Changes,略称

PAGESでペイジｰズ)は地球圏一生物圏国際協同

研究(Intemationa1Geosphere-BiosphereProgram-

me,略称IGBP)のコアプロジェクトの1つであ

る.わが国では日本学衛会議を中心に検討され,平

成2年4月にrIGBPの実施について｣7つの研究

領域が政府に勧告された.PAGESは第6研究領域

の``古環境の変遷"に対応している.

さて,地球システムは決して不変,不動の平蟹状

態にあるのではなく,常に変化していることが知ら

れている.温室効果ガスの増加による温暖化も,自

然の変化に重なって現れるものである.温暖化の将

来予測は,自然の変化に関する十分た知識なしに達

成されることはない.そこで,IGBPでは古気候･

古環境研究の重要性を認め,中心研究課題のひとつ

としてPAGESの実施を決定した.PAGESの研究

目標は全球的な古気候･古環境変化を明かにするた

め,古環境記録を集積,解析することである.

PAGESの最近の動向について,国際,アジア地

域及び国内の3つのレベルから簡単に述べる1

2.国際レベル

PAGESの科学運営委員会(Scienti丘｡Steering

Committee,略称SSC)の第1回会合が1991年3月

にドイツのマインツで行われ,PAGESの実行計画

案が作られ,IGBP報告19として発行されている.

第2回科学運営委員会は1992年4月にスイスのベ

ルンで開かれ,科学運営委員会内に執行部(Execu-

tiveCommittee,略称EC)を置き,より迅速な対

応をすることとなった.また,執行都の活動を助け

るためにベルン大学にコアプロジェクト事務局

(CoreProjectO租｡e,略称CPO)を開設して,ニュ

ｰスレタｰを発行している.

第3回SSCは,1993年10月に米国ワシントン

DCで開催され,PAGESの活動全般について議論

した.PAGESでは,すでに研究課題のマトリック

ス(第1表)を決定しており,このマト'リックスを

考慮にいれた研究計画が20近く作られ,執行部に

提出されていた.この会議ではこれら計画について

議論され,PAGES全体の視点から整理される必要

があるとの意見から,1994年6月にオｰストラリ

アで開催が予定されている次回の科学運営委員会ま

でに執行部で整理することとなった､

PAGESではパイロットプロジェクトとして``南

･北両半球の古気候(Pa1eoc1imatesoftheNorthem

andSouthemHemispheres,略称PAlNASH)"の

実施を決めている.これは,グロｰバルな気候変化

史を構築す.るため,南･北両半球からの古環境デｰ

タを集積することにある.PANASH-Iは,過去

100年が過去1,000年の時間枠の中で,いかに異常

な状態であったのかという命題に答えることにあ

る.特に,モンスｰン変化,ENSO(エルニｰニョ)

現象に着目している.PANASH-IIは,過去

150,000年の南北各半球の環境変化のタイミングや

位相の関係を明らかにすることにある.海洋研究

(Intemationa1MarineG1oba1ChangesStudy,略称

IMAGES)に加え,陸域の南北横断(Po1e-Equator-

Po1e,略称PEP)計画に焦点が置かれている.

PEP-Iは南北アメリカ横断線,PEP-IIはオｰスト

ラリアｰ束アジアｰシベリア線,PEP-IIIはアフリ

カｰ地中海一東ヨｰロッパ線を計画しており,陸域

デｰタの集積にあたる.

米国コロラド州ポｰルダｰの国立海洋大気局(Na-

瑩潮�������浯獰�物�摭楮楳�慴楯測

略称NOんへ)の地球物理デｰタセンタｰ内に,1992

1)名古屋大学大気水圏科学研究所

〒型64-01愛知県名古屋市千種区不老町

キｰワｰド:地球環境,古環境,IGBP,PAGES

1994年3月号�



一14一

松本英二

第1表

PAG週S研究課題マトリックス

研究テｰマ�STREAMI�STREAMII

A.太陽活動と軌道の変化とその応�A.1過去2千年間の太陽活動の変動�A.2その駆動メカニズム

答�A.2その駆動メカニズム�A.3海洋の応答

��A.4過去の太陽日射の計算

B.基本的な地球システムのブロセ��

ス��

1大気徴量成分の変化と気候�B1.1過去2千年間の大気微量成分の�B1.2氷期一間氷期に対応した大気徴

�役割�量成分

��B1,3後期更新世の大気徴量成分

2火山活動とその影響�B2.1過去2千年間の火山活動�B2.3後期更新世の火山活動

�B2.2大爆発の時期の気候変動�

�B2.4気候変動における火山活動の役�

�割�

3氷床質量収支と海面変化�B3.1過去2千年間の氷床と海水準�B3.2外的要因に対する氷床の対応

��B3,3海水準変動の長期変動史

4生物圏動態と環境変化�B4,1気候と人間活動の生物圏への影�B4.1気候と人問活動の生物圏への影

�響�響

5自然の気候変動�B5.1年変動�B5.1世紀単位の変動

C.急激な気候変化�C.1急激な気候変化の原因�C.1急激な気候変化の原因

D.古気候と古環境のモデリング�D.1過去2千年間の気候シュミュレ�D.2氷期一間氷期のシュミュレｰシ

�一ツヨン�ヨソ

�D.4気候システムの挙動に関する簡�D.3海洋循環の変化

�素化モデル�D.4気候システムの挙動に関する簡

�D.5生物地球化学,植生,トレｰサ�素化モデル

�一モデル�D.5生物地球化学,植生,トレｰ吟

��一モデル

E.P入NASH一南北半球間の古気候�E.1-I気候異常�E.1-II時期と位相の関係

比較��

年10月,国際学術連合世界デｰタセンタｰ(ICSU

WorldDataCenter,略称WDC-A)が設置された.

WDC-AはIGBP-PAGESのデｰタセンタｰとして

の役割を担うことになっており,すでにかなりのデ

ｰタが収録され,これらのデｰタは国際目線(IN-

TERNET)を通して利用できる.PANASH-IとII

のリｰダｰはBrad1ey(アメリカ)とDup1essy(フラ

ンス)である.

3.アジア地域レベル

IGBPのアジアワｰクショップが1991年2月にニ

ュｰデリｰで開かれ,PAGESのワｰキング･グル

ｰプは,モソ･スｰゾアジア地域の古環境変遷(Past

AsianMonsoonVariation)に関して共同研究の必要

性があることを認識した.これは1991年12月のシ

ンガポｰルで開催されたアジア計画会議で再確認さ

れた11992年3月のIGBP早稲田シンポジウムに

おける“モンスｰンアジアの古環境"セッションは

PAGESのアジア版ワｰクショップとして位置づけ

ることができる.

1993年4月に台北で行われた“過去2,000年以来

のモンスｰンアジアの古気候の高精度の解析(亘igh

剥��瑩潮剥��潦���業慴敦��潮�潮

Asia:TheIast2000YearsandBeyond)"は,

PANASH-Iの地域版ワｰクショップであった.史

書,樹木年輪,群体サンゴ,氷床コア,陸上堆積

物,海洋堆積物の6つのワｰキンググルｰプに分

かれ,研究の現状と将来の共同研究について検討さ

れた.その結果はPAGESワｰクショップレボｰ
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ト93-1として出版されている.

4.国内レベル

文部省によるIGBP研究は1992年度より5年計

画で開始された.PAGES関連には次の3課題があ

る.

(1)西太平洋における海洋堆積物の分析

(2)モンスｰンアジア地域及び日本の古環境変遷

(3)歴史天候デｰタベｰスの作成分析

これらの成果の発表会は,1993年1月と1994年

1月に名古屋大学で開催された.また,1994年1

月に東京大学海洋研究所で行われたシンポジウム

“わが副こおげる古海洋学の発展"ではIGBP海底

コアの研究成果が発表された.PAGESに関係した

より詳しい内容については,松本英二(1991.

1993a,b)を参照されたい.
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微化万の素顔

円石藻は石灰質の殻をもつ植物プランクトンである

(田中裕一郎氏提供)
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光学頭徴鏡で観察した珪質

堆積物.(A)珪藻,(B)放散虫,

(A),(B)はそれぞれ北太平洋

の46.N,175.E,水深5317m

および33“,175.E,水深

4633mの地点で採取された.

図中のバｰは012mmである.

(本山功氏提供)
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